
第６章  整備手法の検討  
 

各 施 策を実現するための整備手法を検討し、整備年次を想定したスケ

ジュールを検討する。  

短 期（５年）は、藤沢市のカントク跡地整備と合わせて、駅前地区の

整備と市境道路の整備を進める。また、将来の土地利用や基盤整備を見

据えた地区計画等の検討を行う。  

一 方 、幹線軸（東西・南北路線）や近郊型居住拠点（地域コミュニテ

ィ施設など）の整備は、大規模な土地における建物の更新時や土地利用

転換が生じた時に事業化を検討していくこととし、引き続き協議を行っ

ていく。  

 

 

表  整 備 手 法とスケジュール  

ス ケ ジ ュ ー ル  整 備 内 容    整 備 の 考 え 方 事 業 者

短 期 ５ 年  

（ 平 成 18～ 22 年 ）  

中 長 期  

（ 平 成 23 年 ～ ）  

西 口 駅 舎 改 良   
ホ ー ム 拡 幅 改 良  

Ｊ Ｒ 、藤 沢 市 、茅 ヶ 崎 市

 
西 口 駅 前 広 場   
西 口 跨 線 橋  

カ ン ト ク 跡 地 開 発 （ 藤 沢 市 ） と の 一 体 整 備  

跨 線 橋 の 南 側 階 段 ・ ス ロ ー プ に つ い て は 、 引

き 続 き 藤 沢 市 と 協 議  
藤 沢 市 、 茅 ヶ 崎 市  

■ ■ ■■■■■■■■■  
平 成 １ ８ 年 ～ 設 計 ・ 工 事 着 手  

 

■ ■ ■■ ■■■■■■■■■■■■

■ 南 側 階 段 ・ ス ロ ー プ  

駅 関 連 施 設  

整 備  

駅 前 地 区 整 備  民 間 に よ る 共 同 化 事 業 を ベ ー ス と し て 、 必 要

に 応 じ て 公 共 施 設 部 分 は 茅 ヶ 崎 市 が 整 備  

民 間 、 茅 ヶ 崎 市  ■ ■ ■■■■■■■■■  
地 権 者 と の 協 議  

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■
 

賑 わ い 施 設 の 導 入  都 市 型 産 業 拠 点  

公 開 空 地 整 備  

産 業 育 成 の 視 点 か ら 茅 ヶ 崎 市 は 税 制 の 優 遇 措

置 。 企 業 は 地 域 貢 献  

民 間 企 業  ■ ■ ■■■■■■■■■  
企 業 と の 協 議  

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■
 

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 施

設  

大 規 模 敷 地 の 機 能 転 換 に よ っ て 整 備   茅 ヶ 崎 市 ■ ■■■■■■■■■■  
地 権 者 と の 協 議  

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■
 

近 郊 型 居 住 拠 点  

住 宅 ゾ ー ン    東 西 ・ 南 北 路 線 と の 一 体 整 備 茅 ヶ 崎 市 ■ ■■■■■■■■■■  ■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■
 

都 心 型 優 良 居 住 ゾ ー ン   壁 面 後 退 と 敷 地 内 緑 化 な ど 茅 ヶ 崎 市 、 地 権 者  ■ ■ ■■■■■■■■■  
地 区 計 画 の 検 討  

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■

幹 線 軸  

（ 赤 松 通 り ）  

沿 道 工 場 等 の 施 設 更 新 に 合 わ せ て 用 地 の 確 保 茅 ヶ 崎 市   ■ ■ ■ ■ ■■■■■■■■■■■■
 

幹 線 軸  

（ 東 西 ･南 北 路 線 ）  

近 郊 型 居 住 拠 点 の 形 成 と 沿 道 の 一 体 整 備    茅 ヶ 崎 市 ■ ■■■■■■■■■■■■■■■
 

歩 行 軸  

（ 市 境 道 路 整 備 ）  

カ ン ト ク 跡 地 開 発 （ 藤 沢 市 ） と の 一 体 整 備   茅 ヶ 崎 市 、 藤 沢 市 ■ ■■■■■■■■■■  
平 成 １ ８ 年 ～ 設 計 ・ 工 事 着 手  

 

（ 仮 称 ）  

本 宿 公 園  

公 園 整 備    公 園 誘 致 圏 外 の 位 置 に 公 園 を 整 備 茅 ヶ 崎 市 ■ ■■■■■■■■■■  
地 権 者 と の 協 議  

■ ■ ■■■■■■■■■■■■■■
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業・文化・生活を  

広域に連携する  

快適な自然・都市

永続的な「都

地域・企業  

個性を創

湘南の豊かな 然と生活文 新成 産

融合して育まれる「高度な 連携 点

②次世代型の産業を先導するビジネス拠点  

産 業 集 積 環 境 を 活 か し た 新 成 長 産 業 （ 商 業 ・ 医 療 ・ 福 祉 ・ 環 境 ・ 情 報 等 ） 誘 致  

既 存 の 産 業 が よ り 高 度 化 す る た め の 地 域 環 境 整 備 の 促 進  

・ 既 存 産 業 と 新 誘 致 産 業 の 連 携 に よ る 持 続 力 と ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス の 拡 大  

・ 湘 南 独 自 の  「 産 ・ 学 ・ 官 」 連 携 に よ る 付 加 価 値 の 高 い 産 業 拠 点 の 創 造  

・コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス な ど の 生 活 者 支 援 事 業 主 体 の 活 動 拠 点 の 集 積 と 交 流 の 場 づ

 

 

 

 

・ 多 様 な 生 活 ス タ イ ル 、 ワ ー ク ス タ イ ル を 支 え る 居 住 機 能 の 導 入  

・ 多 様 な 居 住 者 像 に 対 応 可 能 な 地 域 サ ー ビ ス 、 住 民 サ ー ビ ス 機 能 の 導 入  

・ 多 世 代 の 人 々 の 利 用 に 配 慮 し た バ リ ア フ リ ー ／ ス ト レ ス フ リ ー の 工 夫  

・ 地 域 全 体 が 支 え る 独 自 の 防 災 /防 犯 体 制 の 確 立  

⑤新 しい生活 ・就労スタイルを実現する魅力的な都市環境  

 

 

 

・ 都 市 機 能 相 互 の 有 効 な 連 携 を 支 え る 道 路 及 び 歩 行 者 基 盤 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成  

・ ネ ッ ト ワ ー ク の 基 点 と な り 、 ま ち の 顔 と も な る 駅 機 能 ／ 駅 空 間 の 強 化  

・ グ ラ ン ド レ ベ ル に お い て ゆ と り と 潤 い を 感 じ ら れ る ヒ ュ ー マ ン な ま ち の 創 造  
・ 駅 、 街 な か 、 敷 地 内 等 に お け る 緑 あ ふ れ る パ ブ リ ッ ク ／ セ ミ パ ブ リ ッ ク 空 間 の 充 実

③藤沢 ・茅 ヶ崎市を広域ネットワークで連携する交通結節拠点  

 
 
 
・ 湘 南 地 域 唯 一 の か つ 湘 南 ら し い 空 間 ・ 機 能 を も っ た 情 報 発 信 性 の 高 い ま ち づ く り

・ 湘 南 の 個 性 を ベ ー ス に 高 品 位 の 生 活 ス タ イ ル を 提 案 す る 先 端 的 商 業 機 能 の 導 入

・ 多 様 で 都 会 的 な 文 化 を 育 む ス ト リ ー ト の 創 出  

・ 多 様 な ス タ イ ル を 持 つ 人 々 が 集 ま っ て 創 造 的 交 流 を 育 む ひ ろ ば 空 間 の 創 出  

・ 湘 南 ら し さ を 創 出 す る 店 舗 ･ブ ラ ン ド の 導 入  

④多世代 ・多様な人々が交流できる創造的なショーケース空間

 

 

 

・ 域 を 超 え た 機 能 連 携 に よ る 湘 南 地 域 の 都 市 活 力 と 都 市 間 競 争 力 の 保 持  

・ 民 ・ Ｎ Ｐ Ｏ ・ 大 学 ・ 企 業 ・ 行 政 等 、 市 域 を 超 え た 活 動 主 体 の 連 携 促 進 の た め の 仕

み や 交 流 機 能 の 整 備  

・ 究 開 発 ・ 情 報 ・ 生 活 支 援 ・ 産 業 支 援 ・ 公 共 公 益 ・ 行 政 サ ー ビ ス 等 の 都 市 機 能 ネ ッ

ワ ー ク 形 成 の た め の 交 流 拠 点 の 整 備  

①広域的な連携組織を支援するサービス拠点  

 

 ⑥オープンスペースと緑が一体化したエコシティ  

＜７つの整備の方向性＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

○ 辻 堂 な ら で は の ラ イ フ ス タ イ ル を
展 開 ・ 発 信 す る 拠 点  

○ 多 様 な 都 市 活 動 が 広 域 的 に 連 携 す
る 拠 点  

○ ま ち の 活 動 が 育 て る 地 域 の 先 導 的
な 産 業 拠 点  

 

【地区の将来像】  

 

 

 

 

 
○活動のイメージ  
湘南地域の広域的な都市活動連携拠点  
①  まちの活動が育てる地域の先導的産業拠
点  
②  多様な都市・文化活動が広域的に連携す
る拠点  

○まちのイメージ  
 湘 南 な ら で は の ラ イ フ ス タ イ ル を
展開・発信する拠点  
① オープンスペースと緑がまちと一体化し

ィ  
が少ないエコシティ 
ニバーサルデザインに配慮
なまち 

■藤沢市辻堂駅周辺  

まちづくり会議  

 ＜辻堂駅周辺地区の将来イメージ＞  
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【都市再生ビジョン】  

「 広 域 的 な都市活動連携の形成拠
点

「都市経営拠点」  

「産業集積拠点」  

■辻堂駅周辺地区の将来像  

（藤 沢市 ）  

開

地区の将来像と開発コンセプト
環境を創造する
 

 

 

・

・

市

市

組

研

ト

業が

」  
化に、

広域
産

自
 長

拠

 

 

 

が 積 極 的 に ま ち の 管 理 運 営 に 参 加 す る ま ち づ く り の 実 現  

、 企 業 、 行 政 が 一 体 と な っ て 、 永 続 的 に ま ち の 魅 力 向 上 や 付 加 価 値 増 進 の 努

継 承 を 行 っ て い く 体 制 の 工 夫  

⑦市民 、企 業 、行 政が一体 となったまちづくりの永 続的 な運営体

の実現  

 

・  辻 堂 ／ 湘 南 の 特 色 あ る 風 土 を 生 か し た ラ ン ド ス ケ ー プ デ ザ イ ン の 導 入  

・  四 季 を 通 じ て 緑 豊 か な 潤 い の あ る ま ち の 創 造  

・  辻 堂 ら し い ／ 湘 南 ら し い 個 性 あ る ま ち づ く り を 誘 導 す る デ ザ イ ン ガ イ ド ラ イ ン

の 制 定  

・  次 代 の エ コ ロ ジ カ ル な 暮 ら し を リ ー ド す る 先 進 的 で 持 続 性 の あ る 仕 組 み の 導 入
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都市基盤・土地利用計画 
＜道路・交通施設計画＞             ＜歩行者空間・オープンスペース計画＞              ＜土地利用計画＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通結節 ｿﾞｰﾝ  

複合都市 B ｿﾞｰﾝ  

既成市街地活性化 ｿﾞｰﾝ

医療・健康増進 ｿﾞｰﾝ  

複合都市Ａ ｿﾞｰﾝ

広域連携 ｿﾞｰﾝ  

産業関連 ｿﾞｰﾝ  東西道路  

南 北 道 路
南北道路

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜都市基盤施設計画＞  

○駅機能の強化  

 ・駅南口、駅本屋口、駅北口を連絡する南北自由通路の拡幅

改良。  

 ・東海道既存ホームの拡幅改良や将来展望を踏まえた貨物線

を活用した旅客化用地の確保。  

○駅前広場  

 ・北口駅前広場と地区通過交通を分離する。  

・北口駅前広場の機能（歩行者・交通広場）を拡充する。  

 ・ＪＲ辻堂駅の西口北に歩行者用の駅前広場を整備する。  

○地区幹線道路  

 ・国道１号から北口駅前広場への南北地区幹線道路①を整  

備する。  

 ・通過交通を処理する南北地区幹線道路②を整備する。  

 ・藤沢羽鳥線を西に延伸し、東西地区幹線道路を整備する。

・辻堂駅初タラ線を拡幅整備（ JR 側に線形を変更）する。  

○区画道路等  

 ・地区内を通過する生活道路の機能を確保する。  

・市境道路は生活道路として再整備を図る。  

・土地利用との整合性と周辺の土地利用に配慮した区画道  

路を整備する。  

○駐輪場  

 ・需給バランスを踏まえ、駐輪場用地を確保する。  

＜歩行者空間・オープンスペース計画＞  

○鉄道南北連絡デッキ  

 ・駅本屋口の南北連絡デッキを拡幅整備する。  

 ・駅西口の南北連絡デッキを機能強化する。  

○南北の歩行者動線  

 ・初タラ線方面から公園、東西地区幹線道路を結ぶ歩行者空

間を整備する。  

・駅南口、駅本屋口、北口駅前広場から続くシンボル軸を整

備する。  

 ・南北地区幹線道路に沿って公開空地を整備する。  

○東西の歩行者動線  

・東西地区幹線道路に沿って公開空地を確保する。  

・広域連携機能ゾーンに沿って、地区東側の公益施設や商店

街と地区西側を結ぶ歩行者動線を整備する。  

○公園・オープンスペース等  

 ・東西地区幹線道路と南北地区幹線道路①の交差点付近に地

区の核となる公園を整備する。  

 ・歩行者空間を補完するために、宅地内にオープンスペース

を適宜配置する。  

<土地利用計画＞  

○産業関連機能ゾーン  

 ・既存産業機能の存続・再配置を行い、研究開発施設や産学

官の連携機能の集積により産業の高度化を図る。  

○広域連携機能ゾーン  

 ・新しい都市拠点にふさわしい広域連携を視野に入れた、行

政サービス機能や文化・教育機能などの都市機能の集積を

図る。  

○医療・健康増進機能ゾーン  

 ・高度先端医療機能を核に、健康・予防関連機能、医療ビジ

ネスの集積を図る。  

○複合都市機能ゾーン  

 Ａゾーン：駅前立地を活かした業務・商業・住宅・アミュー

ズメントなどの複合都市機能の導入を図る。  

 Ｂゾーン：西側に隣接する住宅地との調和に配慮した住宅な

どの導入を図る。  

○交通結節機能ゾーン  

・駅南北の連携や交流を促進するために、駅機能・駅前広場

の機能拡充を図る。  

○既成市街地活性化ゾーン  

・南北交流を促進し、既成市街地の機能更新により活性化を

図る。  
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 土地利用計画図 
 

 

 

 

 

 

 

※  道 路 、広場計画（案）等については

現在関係機関と協議中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 辻 堂 神 台 東西線
 

 神 台 公園
 

 

 
辻 堂 駅 北 口大通り線

 

 

 

 

 

 

 
辻 堂 神 台 南北線  

 駅 前 広場

（北口） 

 

 

 
Ｊ Ｒ 辻 堂 駅   
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